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衆議院議員 かめい善太郎
活動ニュース

厚木事務所 厚木市旭町1- 15- 17 TEL.046- 220- 1788 

伊勢原事務所 伊勢原市伊勢原2- 8- 25 TEL.0463- 92- 3303

国会事務所 千代田区永田町2- 1- 2- 611 TEL.03- 3508- 7611

国会見学ツアーのご案内

地域の皆さんが集まって、国会見学に来ていただいています。私自身も、
本会議や委員会が無ければ、ごいっしょさせていただくことにしています。

国会見学では、本会議場や天皇陛下の御休所などを見学することができます。
個人的な希望を申し上げれば、ぜひ、本会議場において、かめい善太郎の
議席“一丁目一番地”をご覧になっていただければと存じます。

国会見学ツアーはいつでも受け付けおります。
下記のかめい善太郎事務所まで、お気軽にご相談、ご連絡ください。

国政活動レポート

2007年7月号

平素は、かめい善太郎に温かいご指導、ご支援を賜り、心から厚く御礼申し上げます。
かめい善太郎の国政活動レポートを送付致します。関係の皆さまに、ご回付いただきますよう、お願い申し上げます。

政策コラム ： 日々の活動の中でかめい善太郎が考えたこと、思うこと

第166回通常国会の会期末を迎えて

本年1月26日に始まりました第166回通常国会が会期末を迎えました。
今国会では、本年度予算に加えて、数々の重要な法案などを審議し、成立する
ことができました。
私にとっては、開会式から参加する初めての国会であり、また、委員会での質問
デビューをするなど、まさに”初めの一歩“の国会となりました。

本年度予算は、我が国の経済成長を促すと同時に深刻な課題である財政再建
をしっかりと進める手堅いものとなりました。
昭和40年代の”いざなぎ景気”を越える現在の景気拡大ですが、越えているのは
期間だけで、成長率ではせいぜい２％台にとどまっています。
グローバルに景気拡大局面にある中で、しっかりとその風に乗り、地域において
も景気拡大を実感することができる政策運営を手掛けていかねばなりません。
また、先進各国の中でも群を抜いて厳しい水準にある財政ですが、子や孫の世代に負担を先送りしないためには、徹底し
た行財政改革を進めていかなければいけません。今後も、本年度予算で示された堅実路線をしっかりと進めてまいります。

一方、重要法案としては、さきの臨時国会で改正された教育基本法に基づく、教育再生のための法律が成立しました。
教員の免許更新制度の導入や教育委員会の役割の見直しなどを含んだものです。
私見ですが、ぜひ、運用面で検討してほしいのが、免許更新時の”職場体験”です。職業教育のさらなる充実が必要です。
子どもたちに教える先生たちに”日本の底力”を体験していただくことが何より大切です。”ものつくり”をはじめとして日本人
が作り出す付加価値に対する努力、そして、その挑戦の素晴らしさを子供たちにぜひ教えていただきたいと思います。

中盤以降、政治とカネ、さらには年金問題で国民の皆さまにご迷惑をおかけしました。国政を担う一人として、責任を痛感し
ております。まずもって、心よりお詫びを申し上げます。
政治とカネは、高い透明性と説明責任をしっかりと果たしていかなければいけません。政治資金規正法の改正を通じて、
法律面での手当をすすめるとともに、一人の政治家として、あらためて襟を正していかなければいけないと考えております。

年金問題については、①政治家が真摯に反省をすること（責任転嫁は何の解決にもなりません）、②迅速な全容解明と国
民の皆さまへのわかりやすいお知らせ、③的確な解決策の実行、④根本原因である社会保険庁の解体とこれを通じた組
織風土改革、⑤再発防止のためのわかりやすい年金モニタリング制度づくり（ねんきん定期便など）の対応が必要です。
とくに、国民の皆さまにご心配をおかけしております「年金記録問題」については、来年３月末までに加入記録の照合・突き
合わせを完了させます。また、その上で、すべての年金加入者の皆さまお一人お一人に来年１０月までに加入記録をお知
らせします。これらの対応によって、この問題の解決を図ることができると考えています。
いずれも、政治家のリーダシップが不可欠です。「まじめに働いてきた人が安心して老後を暮らすことができる」、あたりま
えのことですが、この大原則を決して崩すことなく、しっかりと取り組んでまいります。

本レポートと併せて、ホームページもご覧いただければ幸いです。
かめい善太郎のホームページをご覧いただくには、
「かめい善太郎」と検索いただくか、下記アドレスを入力ください。

アドレス：http://www.y- kamei.com/
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善太郎
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活動日記から ： かめい善太郎の日々の活動をお知らせします


